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本会事業を紹介しております！
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もチェック！！

Heartful DATE

4 月 3 日（月）
花見ドライブで福島市にある
花桃の公園へ行ってきました

（伊達デイサービスセンター）

社会福祉法人 伊達市社会福祉協議会
伊達市保原町富沢字羽山5-3
Tel 024-563-3251　fax 024-563-3252
E-Mail honsyo@dateshisyakyou.org
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令和 5年度事業計画… ………………… ②～③
令和 5年度ボランティア
活動支援金／研修報告……………………… ④
令和 5年度出前講座・ボランティア講座…… ⑤
生活支援コーディネーター活動日誌 12… … ⑥
ご寄付ありがとうございました… …………… ⑦
ほっと掲示板…………………………………… ⑧

3 月 29 日（水）
伊達市すまいる園・にじいろ園合同で
レクリエーションを行いました

地 域 に ふ れ あ い と 笑 顔 を 広 げ る  お て つ だ い



5
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

	

①�

多
様
性
を
包
括
し
た
共
生
型
地
域
づ
く

り
の
推
進

	
 

○�

地
域
の
福
祉
課
題
を
共
有
す
る
と
と
も

に
身
近
な
支
え
合
い
活
動
を
推
進
し
住

民
・
関
係
機
関
等
の
参
加
促
進
に
よ
り

地
域
福
祉
活
動
の
充
実
化
を
図
る

　

   

・�
地
域
自
治
組
織
等
と
の
連
携
・
協
働

　
　

  （
訪
問
支
援
・
出
前
講
座
）

　

   

・�

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業 

　
　

  （
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
）

	
		

 ［
伊
達
市
受
託
事
業
］

	
 

○�

地
域
の
身
近
な
つ
な
が
り
に
よ
る
住
民

主
体
の
取
組
み
連
携
に
向
け
、
福
祉
関

係
機
関
と
協
働
を
図
る
た
め
の
検
討
を

行
う

	

②
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
と
の
連
携

	
 

○�

福
祉
活
動
推
進
組
織
（
地
区
社
協
・
福

祉
会
）
の
立
上
げ
及
び
継
続
化
を
図
り
、

交
流
の
場
や
機
会
づ
く
り
の
取
組
み
に

対
し
側
面
支
援
を
行
う

	
 

○�

小
地
域
に
お
け
る
身
近
な
「
サ
ロ
ン
」
の

立
上
げ
、
継
続
支
援
の
た
め
に
サ
ロ
ン

ヘ
出
向
く
等
、
側
面
支
援
を
行
う

	
� 

○�

新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
地
域
安

全
活
動
の
た
め
の
情
報
提
供
を
行
う

　
　
（
訪
問
支
援
・
出
前
講
座
等
）

	

・
み
ん
な
の
ク
リ
ス
マ
ス
会 （
12
月
）

	

⑤
児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

	
 

○�

学
童
期
に
お
け
る
福
祉
観
の
醸
成
を
図

る
た
め
、
教
育
関
係
機
関
と
連
携
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
等
を
通
じ
た
児
童
・

生
徒
の
福
祉
共
育
を
推
進
す
る

	

・�

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
へ
の

出
向
き
型
福
祉
共
育

	

　

・�

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
社
会
奉
仕

活
動
へ
つ
な
が
る
学
び
）
の
導
入

	

・�

サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
学

生
・
社
会
人
）

	

・�

ジ
ュ
ニ
ア
・
ミ
ニ
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
全
地
域
）

	

・�

こ
ど
も
食
堂
、
障
が
い
児
事
業
所
等

へ
の
側
面
支
援

	

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営

	
 

○�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
情
報
提
供
や
相
談
・
登
録
・
紹

介
機
能
の
充
実
を
図
る

	

・�

伊
達
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

（
本
所
・
支
所
）

	

　

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

	

③
高
齢
者
福
祉
事
業
の
充
実

	
 

○�

地
域
に
お
け
る
見
守
り
を
通
じ
て
生
き

が
い
増
進
と
孤
立
化
予
防
を
図
り
、
住

み
慣
れ
た
所
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
地
域
全
体
で
在
宅
生
活
を
支
え

る
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る

　

   

・�

高
齢
世
帯
見
守
り
訪
問

	

（�

夏
季
・
冬
季
：
民
生
委
員
に
よ
る
声

か
け
訪
問
）

　

   

・�

一
人
暮
ら
し
さ
さ
え
愛
電
話
（
定
期

的
な
安
否
確
認
電
話
）
の
拡
充

　

   

・�

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

	

（
介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
交
流
等
）

	
 

○�

民
生
児
童
委
員
を
通
じ
て
、
高
齢
者

（
75
歳
以
上
）
等
要
援
護
世
帯
へ
「
安
心

情
報
キ
ッ
ト
」
を
配
付
し
、
緊
急
・
災

害
時
に
お
け
る
関
係
機
関
等
の
迅
速
か

つ
的
確
な
対
応
に
つ
な
げ
る

	

④
障
が
い
児
・
者
福
祉
の
充
実

	
 

○�

障
が
い
児
・
者
と
家
族
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
と
も
に
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
う
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

	

・�

た
の
し
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会 （
9
月
）

1
組
織
運
営
の
充
実
強
化

	

①
『�

第
2
期
社
会
福
祉
法
人
伊
達
市
社
会

福
祉
協
議
会
経
営
健
全
化
計
画
』
の

実
践

	
 

○�

第
2
期
経
営
健
全
化
計
画
の
2
年
目
に

お
け
る
方
向
性
と
具
体
的
改
善
に
取
り

組
む

	

②
理
事
会
、
評
議
員
会
の
開
催

	

③
定
期
監
査
の
実
施
（
年
2
回
））

2
経
営
基
盤
の
確
立

	

①�

社
協
会
員
の
加
入
促
進
（
自
主
財
源
の

確
保
）

	

②
受
託
事
業
の
適
正
運
営

	

③�

介
護
事
業
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
総

合
事
業
及
び
障
が
い
福
祉
事
業
の
分
析

と
対
策

3
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
普
及
・
推
進

	

①
『�

第
4
期
伊
達
市
地
域
福
祉
計
画
・
地

域
福
祉
活
動
計
画
』
の
推
進

	
 

○�

第
4
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
2
年
目

と
し
て
周
知
・
普
及
を
図
る
と
と
も
に

福
祉
活
動
推
進
組
織
及
び
関
係
機
関
等

と
協
働
推
進
し
、
進
行
管
理
を
行
う

4
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
の
協
働
・
連
携

	

①
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
開
催

	

②
地
域
福
祉
事
業
検
討
会
議
の
開
催

	

③
各
種
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催

収 入
（単位 : 千円）

支 出
（単位 : 千円）

会費収入 18,558 経常経費
補助金収入
49,056

障害福祉
サービス等
事業収入
134,689

基金積立資産
取崩収入等
26,379

受託金収入
82,568

介護保険事業収入
203,376

前年度繰越金
90,357

その他の収入 17,467

法人運営事業
171,489

地域福祉
推進事業
47,671

共同募金
配分金事業
12,968

資金貸付事業
10,429
資金貸付事業
10,429地域包括支援センター事業

67,071

居宅介護支援事業
33,310

ホームヘルプ
サービス事業
92,297

デイサービス
センター事業
82,636

相談支援事業 13,795

障がい児通所
支援事業
90,784

令和5年度当初予算
総額622,450千円

6つの重点目標

1
．�

財
政
基
盤
の
安
定
化
に
向
け
、
「
第
2
期
社
会
福
祉
法
人
伊
達
市
社
会
福
祉
協
議
会

経
営
健
全
化
計
画
」
の
実
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

2
．�

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
「
第
4
期
伊
達
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
推
進
･

実
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

3
．
社
会
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
地
域
福
祉
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

4
．
各
種
相
談
支
援
体
制
の
機
能
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

5
．�

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協
働
し
、
住
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
支
援
に
取
り
組

み
ま
す
。

6
．
介
護
事
業
及
び
障
が
い
児
通
所
支
援
事
業
の
適
正
な
経
営
に
取
り
組
み
ま
す
。
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令和 5 年度  事 業 計 画

事
業
へ
の
取
り
組
み

	
 

○�

苦
情
解
決
委
員
会
を
設
置
し
、
迅
速
な

対
応
と
適
切
な
事
業
運
営
を
行
う

	

⑨
災
害
見
舞
金
の
交
付

	
 

○�

火
災
、
自
然
災
害
等
に
よ
る
罹
災
世
帯

に
対
し
、
見
舞
金
を
交
付
す
る

	

⑩
助
成
金
及
び
祝
い
金
品
贈
呈
事
業 

	
 

○�

福
祉
推
進
団
体
等
に
対
し
事
業
等
へ
の

助
成
を
行
う

	

・
地
区
社
協
、
福
祉
会
へ
の
助
成

	

・�

民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
方
部・連
協
）

へ
の
助
成

	

・�

福
祉
団
体
へ
の
助
成

	
  （

老
ク
連
・
身
障
福
祉
会
・
親
の
会
等
）

	

・�

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
（
N
P
O

法
人
：
B
型
）
へ
の
助
成

	
・�
敬
老
会
実
施
団
体
へ
の
助
成

　
　

  （
婦
人
会
・
自
治
会
等
）

	

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）
活

動
支
援
金
の
助
成

	

・�

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
運
営
費
、
活
動
支
援

金
の
助
成 
	

・�

障
が
い
者
診
断
書
料
助
成
（
身
障
・
療

育
・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
取
得
申
請
）

	

・�

権
利
擁
護
（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
）

利
用
料
へ
の
助
成

	

・�

高
齢
者
作
品
展
開
催
へ
の
助
成

	
  （

各
町
老
ク
連
）

	
 

○�

該
当
者
に
対
し
、
表
彰
式
等
に
お
い
て

祝
い
金
品
を
贈
呈
す
る

	

・
百
歳
賀
寿
祝
金
の
贈
呈

	

・
金
婚
夫
婦
へ
の
祝
品
贈
呈

	

・
全
国
大
会
出
場
等
激
励
金
の
贈
呈

	

⑪�

大
学
、
専
門
学
校
等
の
資
格
取
得
に
係

る
実
習
生
等
の
受
け
入
れ

	

⑫�

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
品
貸

出
事
業

	

・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
競
技
用
セ
ッ
ト

	

　

・
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
用
セ
ッ
ト

	

⑬
車
椅
子
同
乗
自
動
車
貸
出
事
業

6
広
報
啓
発
事
業

	

①
福
祉
表
彰
式
の
開
催

	

②
広
報
啓
発
・
情
報
提
供

	
 

○�

定
期
的
な
広
報
と
と
も
に
、
多
様
な
情

報
媒
体
に
よ
り
わ
か
り
や
す
い
福
祉
情

報
の
発
信
を
行
う

	

・�

広
報
誌
「
社
協
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、

市
内
全
戸
に
配
布
（
年
6
回
）

	

　

・�

新
た
な
情
報
媒
体
（
S
N
S
等
）
に

よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
発
信

7
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
適
切
な
経
営

	

①�

介
護
事
業
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
総

合
事
業
の
健
全
経
営

	
・
居
宅
介
護
支
援
事
業

	
	 	

（
居
宅
介
護
計
画
作
成
）

	

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
	 	

（
高
齢
者
の
訪
問
介
護
）

	

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
	 	

（
高
齢
者
の
通
所
介
護
）

	

②
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
健
全
経
営

	

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
	 	

（
障
が
い
者
の
訪
問
介
護
）

	

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

	
 

○�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
講
座
の
開
催

	

新
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座（
高
校
生
以
上
）

	
 

○�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
促
進
・
継
続
支

援
を
図
る
研
修
会
等
の
開
催

	

・�

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　
　

  （
傾
聴
・
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

	

・�

集
ま
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
全
地
域・支
所
単
位
）

	

新
・
体
験
型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
　

  （
中
学
生
以
上
）

	

⑦�

包
括
的
支
援
体
制
に
よ
る
相
談
支
援
の

充
実
・
連
携

	
 

○�

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談 

	

　
（
巡
回
型
・
月
1
回
・
年
間
12
回
）

	
 

○�

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
あ
ん
し
ん

サ
ポ
ー
ト
） ［
県
社
協
受
託
事
業
］

	

・�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
、金
銭
管
理
、

預
か
り
保
管
サ
ー
ビ
ス

	
 

○
低
所
得
世
帯
向
け
資
金
貸
付
事
業

	

・�

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業 

	
		

［
県
社
協
受
託
事
業
］

	

・
生
活
援
助
資
金
貸
付
事
業

	
 

○�

障
が
い
者
就
労
支
援
（
就
労
サ
ポ
ー
ト

専
門
員
配
置
）事
業［
伊
達
市
受
託
事
業
］

	

・
障
が
い
者
へ
の
就
労
相
談
・
定
着
支
援

	

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
関
係
機
関
と
の
連
携

新 

○
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業（
伊
達
市
受
託
）

新 

○
生
活
保
護
受
給
者
就
労
支
援
事
業

　
　
（
伊
達
市
受
託
）

　

 

○�

生
活
困
窮
家
計
改
善
支
援
（
家
計
支
援

相
談
員
配
置
）事
業［
伊
達
市
受
託
事
業
］

	
 

○�

生
活
困
窮
者
世
帯
等
の
自
立
支
援
に
係

る
食
料
提
供

	

・�

フ
ー
ド
バ
ン
ク

	

（
災
害
時
・
緊
急
一
時
的
な
食
料
等
提
供
）

	

・�

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

	

（
市
民
・
団
体
か
ら
の
食
糧
寄
贈
）

	

⑧�

利
用
者
の
権
利
擁
護
に
係
る
苦
情
解
決

収 入
（単位 : 千円）

支 出
（単位 : 千円）
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　ボランティアサークルが、円滑な活動を継続するための助成金です。9月までに申請して下さい。

●内 容
（1）備　品（湯茶・レクリエーション・事務用品）
（2）消耗品（お茶・ガソリン代等）
（3）その他（研修参加費・書籍・専門誌等）

●対象　�伊達市ボランティアセンターに登録し、	
　　　　次年度も活動を継続する団体
区　分 基　　準 単　価

（1）基礎額

① 26 人以上 10,000 円
② 16 人以上 25 人以下 7,000 円
③ 6 人以上 15 人以下 5,000 円
④ 5 人以下 2,000 円

（2）加算額 1人あたり 500 円

※�会員数は、当該年度4月1日現在の人数を基準とします。

コロナ禍の衛生用品（マスク・消毒等）
の購入も可能ですので、ご利用ください。
詳しくは、各支所の窓口まで！

担当：水野

令和 5 年度 ボランティア団体活動支援金

地域ボランティア活動に向けて研修会

地域団体・ボランティアサークルのリーダー約60名が参集し、保原市民センター
を会場に研修会を開催しました。地域福祉計画・活動計画について、市と社協か
ら説明の後、『コロナ禍のストレスに係るセルフケア』と題して、福島学院大学の
木村泰博先生にご講話いただきました。これからの地域・ボランティア活動におい
ても「快活動」が大切だということで皆さんうなずきながら真剣に聞いていました。

2月24日（金） 地域・ボランティアリーダー研修会

保原中央交流館において、社協に登録している調理ボランティア・こども食堂ボランティアサー
クル 16名が参加し研修会を開催しました。「衛生管理のポイント」について、（公財）福島県
学校給食会・専門栄養技師の川本輝子先生にご講話いただきました。また、手洗いの大切さに
ついて実践をして学びました。

3月7日（火） 調理ボランティアスキルアップ研修会

自分の手洗いのクセを
知ることがポイント

5年度へ
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♦ 日　　時	 1 回目　令和 5年 5月 20日（土）　9：00～ 11：00
♦ 集合場所	 保原チンチン電車駐車場（チンチン電車となり）
♦ 活動内容	 ・美化活動（中央交流館周辺と陣屋通りなど）　・集めたごみの分別
	 ※天候に合わせた動きやすい服装・ズック・軍手 , 水分・タオルは各自お持ちください
♦ 対 象 者 	 ボランティアに関心がある方（中学生以上）
♦ 申し込み	 下記に電話にて申し込みください（住所・氏名・電話番号・年齢）
	 伊達市ボランティアセンター（TEL：024-576-4050）
♦ そ の 他 	 2 回目：7/15（土）、3回目 9/16（土）、4回目 11/18（土）
	 （主に公共施設等の美化活動を予定しています）

自分たちの地域をよくするために、さわやかな汗をかいてみませんか？

今年度も下記の内容で出前講座が始まります !!
最寄りの支所に 1ヵ月前までにお申し込み下さい。

講座名 内　容（講座は50～60分になります）

1 楽しくレクリエーション！

〇レクリエーションで
　元気に過ごしましょう
　①ボッチャ体験
　②体操・ゲーム

2 気をつけよう！身近なこと

〇消費者被害の寸劇
　・�みんなで気をつけて過ごすため
に寸劇を見て学びましょう

3 地域で元気！学びの講座

〇みんなで学んでみませんか？
 ・地域の支え合い
　（みんなで元気に暮らすために）
 ・おくすりのこと
　（薬剤師の講師をご紹介）
 ・�災害への備え
　（日赤の講師をご紹介・準備物あり）

4 ボランティアさんいらっしゃい！

〇特技を生かしたボランティアを
　紹介します
 ・レクリエーション （楽しく脳トレ） 
 ・語り部　　・読み聞かせ
 ・マジック、ジャグリング
 ・楽しい演芸など
   ほかにもありますので、
　ご相談ください

令和
5年度出前講座のご案内

ボッチャ
レク（ゲームなど

）

寸劇（消費者被
害）

災害への備え（
日赤）

レク（楽しく脳ト
レ）

楽しい演芸

ジャグリング

語り部

ちょっとボランティア

できることからやってみ
よう！ 環境ボランティア募集!!

※全講座無料です。
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生活支援
コーディネーター活動日誌
地域をつなぐ！

第12回

今回は、「住み慣れた地域でいつまでも元気に暮らし続けるために」をテーマ
に実施している、協働による地域貢献の取り組みを 2つ紹介します。

高橋 広光

暮らしの保健室 おうちでできるストレッチ
梁川地域保原地域

柱沢地域まちづくり振興会とファミーユ居宅
介護支援事業所の共催で、毎月第 3木曜日、柱
沢地域の住民を対象に『暮らしの保健室』を開
催してます。地域で元気に過ごすために、専門
職等による講話や、地域住民同士の交流の場と
なっており、柱沢出身でファミーユ居宅介護支
援事業所の清野公隆所長が企画する（元気に生
活を続けるための出前型講座）を皆さんは毎回
楽しみにしております。
3月 16 日は、リハビリセンター掛田の廣

ひ ろ べ
邊

大輔所長より、「花見に行くための、事前のス
トレッチと体操が重要」と称して、体操教室を
行われました。
参加者の方々からは、「いいない」「体に効き
ました」「やって良かった」など、大変喜んで
おられました。

東大枝地区の皆さんと、偶数月に東大枝地区
交流館にて「ふるさとを考えよう」（生活支援
体制整備事業）を開催してます。東大枝自治会
の意見や要望を伺い、取り組みやすい企画を開
催しています。
2月 12 日は、東大枝地区出身で現在は仙台
市にある「グラン・スポール 24+あすと長町」
のスポーツインストラクターとして活躍してい
る鈴木健太さん・倫子さん夫妻による体操教室
『おうちでできるストレッチ』に 26名が参加し
ました。
鈴木さん夫妻は体操を通じて地域貢献を望ん
でおり、参加者の皆さんも幼少時から東大枝地
区に馴染みのある鈴木さんと一緒に体操するこ
とで、「腕が上がるようになった」「腰まわりが
楽になった」など、喜
びの声が飛び交い、大
変盛り上がった会とな
りました。

 取材をふりかえって
今回は、小地域（自治会）で取り組んだ「住み慣れた地域でいつまでも元気に暮らし続けるために」のテー
マ企画と、ふるさと出身で活躍されている「地域貢献」の実践を合わせて紹介させていただきました。
自治会の要望と地域貢献の想いが一体化し、ふれあい活動につながったことは素敵なことでした。
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ありがとうございました お寄せいただいた寄付金は、
地域福祉向上のため
大切に使わせていただきます。

令和5年2月1日～
令和5年3月31日受付分（順不同）
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84 号のご遺志による寄付梁川支所の欄
に記載させていただいた岡﨑幸様は一般
寄付でのご浄財でした。
訂正してお詫び申し上げます。

記載欄間違いのお詫び

JAふくしま未来様

フードドライブとは、食品を寄贈していただき、必要とされる方々へ無償で提供さ
れる社会貢献や自立支援の活動です。食料品等は、生活に困窮されている方々への
緊急食料等提供事業（フードバンク）へ活用させていただくほか、市内の障がい児
通所施設やフリースクール・こども食堂などへも提供させていただきます。

フフーードドドドラライイブブのの寄寄付付

このたびの福島県沖地震により被災された皆様には、心より
お見舞い申し上げます。1日も早く安心安全な生活を再建でき
るよう、本会からもお見舞金を交付させていただきました。

社協の災害見舞金状況 （第6回）

■ 住宅の被害見舞金 （半壊以上）	 30,000 円／件
■ 見舞金交付世帯数	 167 件 5,010,000 円

（伊達35件・梁川23件・保原106件・ 霊山2件・月舘1件）
（3/31現在）

去る令和4年12月13日、令和4年度全国社会福祉
大会の席上、社会福祉活動が特に優秀であったことが
認められ表彰状を授
与されました。
今回の栄誉を励みに
更なる地域福祉の充
実に向け、役職員一同、
尽力してまいります。

全国社会福祉協議会から表彰状
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ほっと掲示板ほっと掲示板インフ
ォメー

ション

お問い合わせは本所・各支所へ

総 務 課 	☎ 563 − 3251
福 祉 課 	☎ 576 − 4050
伊達支所	 ☎ 551 − 2139
梁川支所	 ☎ 527 − 2572
保原支所	 ☎ 576 − 4050
霊山支所	 ☎ 586 − 3463
月舘支所	 ☎ 571 − 1406
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5月15日（月）梁川福祉会館
6月19日（月）伊達ふれあいセンター

まずは電話で予約をお願いします。

ふれあい福祉相談会相談は
無料 !

弁護士が秘密厳守で対応いたします。

退  職  者（令和 5 年 3 月 31日）

西戸妙子　霊山デイサービスセンター	 （参事）
齋藤紀子　梁川ヘルパーステーション	 （主幹）
引地栄子　伊達デイサービスセンター	 （主任）

　身近な場所で地域住民の皆さんが主体的に運営し、だ
れもが気軽に集まれる“サロン”づくりを支援しています。

※�会員数は、当該年度4月1日現在の人数、または新規の申請月1
日の人数を基準とします。

●運営助成金
区　分 基　　準 単　価

（1）基礎額
①年間 6 回以上開催 15,000 円

②後期（10 月以降）開催 7,500 円

（2）加算額 会員 1 人あたり（名簿添付） 200 円

●�ふれあいいきいきサロンを始めるときは、各支所へ開催
の前月まで申請してください。

●�新規サロンには、初年度のみ活動支援金（10,000 円）
の助成があります。

ふれあい・いきいきサロン助成金嘱託職員募集

　社協では自治組織単位で実施する福祉事業等へ年間 110,000 円を助成しています。現在、伊達地域 13か
所・霊山地域 1か所・月舘 4か所の福祉会と、梁川地域では 8地区社協が計画的に事業展開しております。
　9月までに立ち上げた場合も該当しますので、提出書類等、詳しくは福祉課・各支所へお問い合わせ下さい。

令和 5 年度「地域福祉活動助成金」ご活用下さい

福祉活動推進組織 申請時期 事業実施期間 交付金額 交付時期 該当する事業

地区社協
福祉会
自治組織

4月末日まで 4月～翌年 3月（12か月） 110,000円 5月 ①生きがい対策事業（世代間交流）
②食事サービス（会食会・弁当宅配）
③安全・安心確保事業（防災・減災） 
④地域福祉推進事業（見守り訪問等）

9月末日まで（随時） 5月～翌年 3月（6～11か月） 80,000円 申請月の翌月

職　　種 相談員

資格要件

・普通自動車免許（AT 限定可）
・①～④のいずれかの資格必須
	 ①保健師
	 ②主任介護支援専門員
	 ③介護支援専門員
	 ④社会福祉士

職務内容 地域福祉事業及び介護保険事業に関する業務

申込方法

必要事項を記入し①～③を提出して下さい。
① 履歴書（任意様式）
② 資格証の写し
③ 職務経歴書（任意様式）

お問合せ
総務課 事業係
TEL：024-563-3251
保原町富沢字羽山 5-3（旧富成小学校）
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